

最近当科で行っているインプラント治療と骨・軟組織再生研究

　丸川　恵理子

歯科インプラント治療における骨造成手術は、口腔外科出身である私は、以前は
自家骨ブロック移植やチタンメッシュプレート等の補強材を介した自家海綿骨移植を行ってきましたが、骨補填材や吸収性メンブレンの開発・承認で、現在では大掛かりな骨造成手術は我々の施設でも稀な状況となっています。さらに、All on-4といった
確立されつつある全顎インプラント治療により、骨移植量を大幅に減少できる方法やインプラントの表面性状や形態の改良により、より短いインプラントの使用が可能になったこともその要因となっています。本講演では、現状我々が行っている様々な
代表症例を提示させていただきます。しかしながら、やはり腸骨や脛骨移植を行わざるを得ない骨吸収が著明なインプラント治療が困難な症例も存在します。そのような症例にどのような取り組みを行っているかについても提示させていただきます。
さらに、現在様々な骨補填材やメンブレンなどが使用されていますが、我々が使用してきたマテリアルについて、前臨床試験の結果を交えながら、臨床症例に応じて、
その使い分けについても触れたいと思います。
　そして、我々が現在取り組んでいるインプラント周囲炎、インプラント表面性状改善、マテリアルや成長因子を用いた再生医療に関する臨床研究や基礎研究に関しても可能な範囲でご紹介させていただき、今後の展望について述べたいと思います。
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